







































  2. 引用








































題に渡り、研究されてきた（Cruise O’Brien 1971; Copans 




















































者であるハリファ・ジェネラルが 1960 年代から80 年代まで
の政権と密接なつながりを維持してきたことも報告されてい
る。（Creevey 1985; Diop and Diouf 1990: 50-51; Cruise 














































育へと目を向けた研究が提出されてきた（苅谷 2007, 2012; 

























































































































語表現において、一般的には英語の labor や work のよう
な「行為に対して対価や価値が生成される活動」や「仕事」
を指すため、落花生栽培などの生計活動に適用される語












































































所属する、トゥーバ・ジェフ・ジェル Touba Jëf Jëlという団
体（以下、便宜的に組織 Tとする）である。組織 T は、セネ
ガルで多数の信徒を要するアブドゥ・カリム・ンバケ Abdou 
Karim Mbacke9（男性 67 歳、以下、Kとする）というセリン
のもとに帰属する組織（kurel）であり、同様の組織はセネガ
ル各地に形成されている。組織 T の構成員たちは、20 代
から40 代の信徒であり、主にダカールの各地で共同生活を
送りながら、托鉢 10 をして暮らしている。組織 T の構成員は
参入と退出が多いため正確な数字は把握できないが、30 人
程度と推定される。この組織 T には、監督者である大ジャウ
リンB（男性 60 代）とその下に小ジャウリンPら7 人（男性 













Ⅳ 	祭 に お ける










ルを異端的な運動であると強く批判したことも報告されている（Diop and Diouf 1990: 76）。また、バイファルを都市の若者と関連づけつつ、社会的マージナリティとし
て位置づけられる状況やそのロジックについて議論した研究がある（Audrain 2004a; Pezeril 2008）。
8　ンディゲルは、過去に政治的な意図を持って発せられた例もあり、初代大統領サンゴールや二代目大統領のアブドゥ・ジュフが政権を握っていた際には、大統領
選で彼らに投票をするようセリンらが信徒たちに指示した例もあり、先行研究で使用されるンディゲルの語は政治的な意味において用いられてきた（Cruise O’Brien 











































対する認識も不明瞭なものだった 13（苅谷 2007: 125-126）。

















































































































えながら進められる。22 時からズィクルは始まり、1 時 45 分
頃にズィクルが終了する。1 時 50 分頃、小ジャウリンであるバ
イファル P（40 代 男性）がマイクを持ち、「バイファルたち、
聞いているか！」と煽るように発言した。もう一人の小ジャウリン
であるバイファル M（40 代 男性）に対して、P が献金を募る
呼びかけをするように「ビスミッラー」と促す。マイクを持った
M が P の言葉を受けて、献金を募る語りを始める。その後




















15　セリン・ファルゥ・ンバケ Seriñ Fallou Mbacke（1968 年歿）は、バンバの息子であり、ムリッド教団の 2 代目最高指導者である。絶大な人気があり、現在でもセ




 17　「デュルムdërëm」は、ウォロフ語で金額を計算する際に用いられている5 進数換算法の単位である。200 デュルムは、1000フランを意味する。
品目 数 金額（概算のみ）
牛 3 匹 1,500,000 フラン
米 25 袋（1 袋 50 キロ） 500,000 フラン
玉ねぎ 15 袋 120,000 フラン
スパゲッティ 30 袋 n.d.
グリーンピース 10 袋 n.d.
砂糖 5 袋 150,000 フラン
コーヒー 15 キロ n.d.
フランスパン 800 本 120,000 フラン
チェコレート 25 キロ n.d.
バター 25 キロ 20,000 フラン
茶葉 300 ケース n.d.

























に 200 デュルムを渡し、そうだ、200 デュルムだ。あな


































ある 18。M は B の語った声をマイクで届けながら、しばしば
信徒が持ってきた献金の額を伝えるなど、実況と伝達の役割






























26 M：ああ ！ ! 
27 聴衆：（指を鳴らして反応する）


























nnual Papers of the A
nthropological Institute V
ol.11 (2020)
28 P：セリン・サリウに誓うものは手を挙げろ ！ 
29 M：ああ、セリン・サリウ ！ 
30 聴衆 : （続 と々献金を渡しにくる）
31 P：2000フランをセリン・サリウのもとに受け取ったぞ。 
32 M：ああ、セリン・サリウ ！ 
33 P：2000フランをセリン・サリウのもとに受け取ったぞ。
34 M：ああ、セリン・サリウ ！ 
35 P ： イブラ・ファルに献金をするものよ ！ セリン・サリウのア
ディヤ、2000フランだ。
36 M：ああ、セリン・サリウ ！ 200 デュルムをセリン・サリウの
もとに ！ 
37 P：セリン・サリウのためのアディヤを渡すのだ ！ 
38 M：200 デュルムを掲げろ ！ 
39 P：そして、また 200 デュルムを ！ 
40 M：200 デュルムがセリン・サリウのもとにもたらされた ！






43 P：400 デュルムがセリン・サリウのもとへ来た。400 だ。
400 がセリン・サリウのもとへ届いた。ラーイラーハイッ
ラッラー。 




46 M ： 800デュルムがセリン・サリウのもとに届いた ！ 900デュ
ルムが、ああセリン・サリウ。 






額を実況している。P は「母はいずこ父はいずこana ndey 
ana baay」、「巡り巡って至るところ、トゥーバの地に私たちは
辿り着くwiiri wiiri jaari ndaari suuf Tuuba la ñuy mu 
jeex」など、伝承を語る際などに使用されるイディオムを用い
て、煽り立てるように語る。[25 〜 40]まではそれぞれの信徒
が 200 デュルムすなわち 1000フランを渡すことを呼びかけ
ながら、[41] からは届いた金額を実況している。[46] で 900
デュルム、すなわち 4500フランが集まったという発話に次い

























いたい。そして組織 T の主アワ・ファイ（K の母）のた
めに。信徒たちの主のために。 
92 P：ソフナ・マイ・ガラス 21（K の姉）のために。ああ、カリ
20　タムハリットtamxarit は、アーシューラー（ムハッラム月10日）に行われる年中行事である。ムリッド教団に限定したものではなく、家庭でトウジンビエのクスクスを
食べる祝祭である。この他に犠牲祭タバスキ tabaski、ラマダーン（断食）明けの祝祭コリテ korite、預言者ムハンマドの生誕祭であるガンム gammu などがあり、国
内のムスリム全体が参加する祭事である。これらは一般的には家庭ごとに行われるが、教団を問わずセリンのもとで大々的な祭事としても開かれる。
21　ここで登場するセリンKの姉ソフナ・マイ・ガラスSoxna May Gallasと、Kの母ソフナ・アワ・ファイ Soxna Awa Faye（2019年歿）はKと共にN町に暮らしている。
















































































おまえ、この音声を聞け、来るんだ ！ Pを聞け ！ X ！ P
を聞け ！ X！ …9 月15日に訪れたものは、あなたがセ
リン・ファルゥへもたらした牛たちを見るだろう。（それ
は同時に）バンバがあなたにもたらしたものなのだ。ア












101 M：Y（参加者の一人）が 1000フランをK のもとに施し
















































































[97] からM が、側に座っているB の発言を引用し、その後 B
へと発言権が移る。[100] からM がマイクで伝達する形式
で B が語り、セリンであるK の言葉をさらに引用する。ニャー
リ・ラッカの祭に聴衆たちが集まっていることは K によっても





















22　アフマド・ンジャイ・マベイ Ahmad Njaay MaBeey はサンルイのイスラーム知識人である。この伝承パートでは一連の事件の「目撃者」である。歴史学者バ
ブーは、マベイがバンバの釈放を求める署名を知識人たちから集めていたことを記述している（Babou 2007a: 242）。また、ここで登場するアフマド・ホレイシ Ahmad 








































































師を讃えて ！ 彼らの使者（バンバ）を讃え ！ 彼らの
使者を見ていた。軍人はバンバをつれていき、白人は
（建物に）戻って、バンバを恐れた。そのため彼を8
年海へと送り24、マユンベ ！ コトヌー ！ ダホメー ！ ラン
バルナ ！ ウィーリ・ウィーリ ！ （流刑時にバンバが訪れ
た土地の名前を列挙）…そして、檻 ！ ライオン ！ 火
の熱さ ！ にさらされた 25。 
116 聴衆：歓声をあげる。 
　ここでは傍若無人な「白人」の態度について、バンバが
















23　ブー・エル＝モグダッド Bu el Mogdad（1880 年歿）は通訳として植民地行政当局のもとで仕事をしていた人物である（Saint-Martin 1989: 268–269）。ただし、
1880 年に彼がすでに亡くなっていることを考慮すれば、この 1895 年の出来事でブー・エル＝モグダッドが登場するのは不自然である。
24　1895 年 9 月21日にダカールを出港したバンバは、1902 年 11 月11日に帰還しているため、バンバが流刑された期間は 7 年（正確には 7 年 1ヶ月21日）である。

























































129 B：……そこに ！ その場に残された、バンバとライオンが
共にそこに残されたところ、そこは主（borom）の地で
あったのだ。









































28　モドゥ・カラ・ンバケ Modou Kara Mbacke は、バンバの弟マム・チェルノ Maam Ceerno（1943 年歿）の孫である。現在、若者世代を中心に多数の信徒を
擁するセリンであり、同時に政治活動にも参加している（Audrain 2004b）。























もたらされた牛たちは屠られ ！ 米も ！ じゃがいも ！ 玉
ねぎ ！   飲み物 ！ そして、にわとりも ！ それを調理して
皆に施すのだ、ああ、それはとてもうまかったぞ、Bよ、
と。 （次第に太鼓の音が響いて、ズィクルが始まる）。
　[117] での P の割り込みは、まだ献金が十分に集まってお
らず、それによってセリンK の「ンディゲル」が「完遂」できな













































「献金」という語は、約 50 分の語りの中で 25 回登場している
が、これらの語彙は、別の表現による「言い換え」が行われて




最低でも200 デュルム、すなわち 1000フランである。M がム















































ある。さらに、「汗をかくまで働き liggéeyleen ñaq saxi」[25]、




















































情報源 引用者 引用された内容 引用回数 引用語数 発言の聞き手






セリン K B ンディゲル、祭の説明 4 373 B
セリン K M 「語りきるのだ」 1 6 B
バンバ B 信徒、「白人」、ライオンへの言葉 8 106
信徒、白人、
ライオン




るべきであること 3 73 P
シェーフ・
ベチョ B タムハリットの描写 1 53 B
表2.引用における情報源と内容
30　ウォロフ語表現においては、神（ヤッラ yàlla）を指す表現として、「主（しゅ）」を意味するボロムborom があり、奴隷jaam と対応している。対になったborom/

























リンKとB が情報源のものであり、さらに B が最も多くの他
者の言葉を引用していることがわかる。また、引用回数に対
する引用語数もKとBのものが多い。その内容も多岐に渡っ
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　組織 T における権力関係を再度確認しよう。セリンK →
















100 B ： …（カリムが言うに）「サンルイへ行け、（周囲の人を）
呼べ、呼ぶのだ、そして人を集め、連れてくるのだ。」
  ここではセリンK の発言が 2 度引用されている。M は [99]







る。このように M によって大ジャウリンB の言葉の重要性が
強調され、M からB へと発言権を移すことからも、B の語りは













て K の言葉が引用されることで、セリンK に最も近い存在に
いる大ジャウリンB が、Kと聴衆を結ぶ媒介者であることが
示される。「信徒たちが過ごしているこの家は、セリンKのジャ




















































































点としている。それはすなわち、2018 年 9 月5日に、サンルイ
で祭に参加してワフターンを語り、聞いている「今ここ」であ
る。そして、B による歴史語りは、1895 年の 9 月5日のサン
ルイでの様子、その前後の時間を含めた過去のことを主軸と








番号 語り手 内容 時間（a.m.）
01~29 P, M 献金の呼びかけ 1:50~1:55
30~91 P, M 献金の呼びかけと集金額の実況 1:55~2:05
92~96 P, M B と K の姉の言葉を引用、「ンディゲル」を遂行することの重要性 2:05~2:10
97~98 M タムハリットのための献金について 2:10~2:13
99 M B へと発言権が移る 2:13~2:14
199~107 B 10 日後のタムハリットの描写、K の言葉の引用 2:14~2:18
108~116 B サンルイにおけるバンバの伝承、「白人」との出来事 2:18~2:23
117 B P の割り込み（献金がまだ足りていないこと） 2:23~2:24
118 B 聴衆を「神の奴隷」として語る 2:24~2:25
119~129 B バンバとライオンの伝承 2:25~2:26
130~133 M, B 献金を K に渡すこと、各教団に言及 2:26~2:29
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The Interpretation of the “Doctrine of Work” 
in the Mouride Brotherhood and its Orality: 






research	on	Mouride's	 specific	 “work”	doctrine	and	 the	politico-economic	









This	analysis	 shows	 that	 the	expressions	used	by	 the	disciples,	 such	as	
“donation”	 and	 “work,”	 are	directly	 transmitted	 from	 the	 authoritative	
religious	 leader’s	 (seriñ)	waxtaan .	Also,	 each	narrator	acts	as	a	mediator	
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